




佐々木達夫 , 吉良文男 , 井上喜久男 , 佐々木花江 , 野上建紀 , 中野雄二 , 小川光彦
１． はじめに
　2006 年 11 月 17 日～ 19 日、新安沈没船引揚 30 周年記念シンポジウム（新安船発掘 30 周年記念国際
学術大会　14 世紀アジアの海上交易と新安海底遺物）が韓国全羅南道木浦市の国立海洋遺物展示館で開
かれた（１）。なお、同館では「新安船と東アジア陶瓷交易」という展覧会が開催されており（期間：2006

















 シンポジウムでは金聖範が韓国の水中考古学の過去と現状と将来を総括した（３）。これまで 12 の調査地
域で水中遺跡が調査され、その内、６つの船体が引き揚げられている。水中遺跡から発見された高麗青
磁に関して、新安沖沈没船ではわずか 7点の出土にすぎないが、大量に出土する水中遺跡も少なくない。
　1981 ～ 1987 年度にかけて調査が行われた忠南泰安半島近海では 14 世紀前半の高麗青磁 50 点が引き揚
げられている。1983 ～ 1984 年度にかけて調査が行われた莞島漁頭里では高麗青磁を含む 30,000 点の遺
物が引き揚げられている。1995 ～ 1996 年度にかけて調査が行われた務安道里浦では 14 世紀後半の高麗
青磁を含む 639 点の遺物が引き揚げられている。2002 ～ 2003 年度にかけて調査が行われた群山飛雁島
では 12 世紀の高麗青磁 3,178 点を含む積荷が引き揚げられている。2003 ～ 2004 年度にかけて調査され
た群山十二東波島では 11 ～ 12 世紀初の高麗青磁を含む 8100 点の遺物が引き揚げられている。2005 年度




る。13 世紀前半と推定されているが、従来 12 世紀の典型作とされていたものも含んでおり、今後議論を

























１．高麗青磁碗（Figure 1-1）。直口玉璧底、目積み。口径 16.2cm、高さ 5.9cm、底径 6.6cm。越窯青磁
に似ている形態である。10 世紀か。
２．高麗青磁碗（Figure 1-2）。暗緑色釉がかかり、口縁部内側に１条の陰刻による圏線が入る。器形は
底部が小さくやや丸みをもつ。底部は露胎で、胎土は粗い。口径 17.4cm、高さ 7.5cm、底径 5.9cm。12
世紀か。








































  1 高麗象嵌青磁碗（雲鳳紋象嵌青磁碗）○　　　　　2高麗象嵌青磁碗（狂言袴筒茶碗）○
  3 高麗象嵌青磁壺（雲龍紋象嵌青磁）　　　　　　　 4 高麗象嵌青磁碗
  5 高麗象嵌青磁碗○　　　　　　　　　　　　　　　6高麗象嵌素焼八角小鉢○
  7 高麗象嵌素焼碗（菊紋象嵌青磁素焼（焼過）皿）　8高麗象嵌素焼碗（雲鶴紋象嵌青磁素焼碗）○
  9 高麗象嵌素焼碗　　　　　　　　　　　　　　　　10 高麗型紋青磁皿○
 11 高麗型紋青磁皿（雲葉紋陽刻青碗）　　　　　　　 12 高麗型紋青磁皿
 13 高麗型紋青磁碗（人形手陽刻青磁碗）     14 高麗型紋素焼碗（唐草陽刻青磁素焼碗（焼過））○
 15 高麗刻線文青磁瓶（蓮花彫刻瓶）                 16 高麗刻線文青磁皿（雲鳳紋陰刻青磁碗）
 17 高麗刻線文青磁碗○                             18 高麗刻線文青磁鉢
 19 高麗刻線文青磁碗？                             20 高麗刻線文青磁皿（蓮花彫刻青磁窯変碗）
 21 高麗刻線文素焼枕（雲葉紋青磁素焼（適度）枕）○ 22 高麗無文青磁碗（無地青磁碗）○
 23 高麗無文青磁碗○                               24 高麗無文青磁皿（無地青磁皿）
 25 高麗鉄絵青磁瓶（繪高麗瓶）○                   26 朝鮮王朝象嵌皿（高霊郡三島暦手皿）
 27 朝鮮王朝象嵌皿○                               28 朝鮮王朝象嵌皿（花三（島）□）
 29 朝鮮王朝象嵌碗                                 30 朝鮮王朝象嵌碗
 31 朝鮮王朝象嵌碗                                 32 朝鮮王朝象嵌碗（花三嶋（窯変）碗）
 33 朝鮮王朝鉄絵壺○                               34 高麗陰刻上鉄絵壺
－ 136 －
金沢大学考古学紀要 28 2006,132-168.　朝鮮半島出土の高麗・朝鮮王朝・中国陶磁
 35 朝鮮王朝鉄絵壺                                 36 中国青磁碗
 37 中国青磁碗                                     38 中国青磁碗
 39 中国青磁碗                                     40 中国青磁碗
 41 中国白磁碗                                     42 黒釉瓶
 43 黒釉瓶                                         44 内面青磁外面黒釉碗
 45 中国白磁碗
３． 金沢大学蔵高麗 /朝鮮王朝陶磁片 （ＫＭ 34 高麗 /朝鮮王朝象嵌文破片） について
















　愛知県瀬戸市鶯窯は東海環状自動車道建設のために平成11年 1月から平成14年 3月までの 3次に渡っ































































（１）康津・龍雲里 10 －４号窯跡（Figures 4・5）
　康津青磁資料博物館展示。もともとは同じ康津郡大口面の龍雲里に存在していた窯跡であるが、1980
年代、貯水池築造に伴い水没することになり、国立中央博物館により発掘調査、その後、当博物館内に移築・




サヤと耐火粘土により 40 ～ 50 ㎝の厚みで構築され、肥前の連房式登窯とは異なり、床面からほぼ直に











年代については、多様な施文技法による洗練された青磁が出土していることから、10 世紀後半～ 12 世紀
と想定されている。
（２）康津・沙堂里 41 号窯跡（Figures 6・7）　　




Figure 6　康津・沙堂里 41 号窯跡 Figure 7　康津・沙堂里 41 号窯跡





者は後者に比べふくらみが顕著である。最大現存長（第１次窯壁）は約 800 ㎝、幅は 112 ～ 151 ㎝を測る。
床面の傾斜角度は 20°。側壁はサヤ等の窯道具並びに耐火粘土で構築されていた。なお、説明では、側
壁残存高（80 ㎝）を根拠に、床面から天井までの窯の高さを 110 ㎝程度と推測している。焚き口前方に











６． 高麗龍雲里窯 ・沙堂里窯、 越窯 ・竜泉窯陶磁器の素地比較
　高麗青磁の素地を観察及び中国青磁と比較するため、薄片資料を作製して顕微鏡による観察及び鉱物
数と大きさを研究したことがある（５）。分析資料は高麗美術館の金巴望氏が採集した窯跡資料９片である。
資料、素地成分表、資料観察表などを再掲載する（Figures 22 ～ 27）。
　　JLK1　 越州上林湖窯跡 青磁合子蓋、灰色素地。1997 年 12 月採集品。
　　JLK2　 越州上林湖窯跡 青磁碗、灰色素地。1997 年 12 月採集品。
　　JRK1　 越州寺竜口窯跡、青磁内劃花文碗、灰色素地、1999 年 11 月 8 日採集品。
　　JRK2　 越州寺竜口窯跡、青磁碗、淡灰色素地、1999 年 11 月 8 日採集品。
　　RYU1　 竜泉大窯窯跡 青磁内劃花文外蓮弁文碗、淡灰色素地、採集品。
　　RWR1,2 高麗龍雲里窯 26 号窯跡青磁碗２片、1994 年 3 月採集品。
　　SDR1　 高麗沙堂里窯 31 号窯跡青磁皿１片、1994 年 3 月採集品。





















　益山弥勒寺出土の中国陶磁器は展示図録に写真が掲載されているが（図 69 唐白磁碗２点、70 唐白磁碗












































(1) National Maritime Museum of Korea, 2006, "Shinan Underwater Relics and 14th Century Asian Marine Trades"
       国立海洋遺物展示館。
(2) 韓盛旭 ,2006「新安船出土高麗青瓷の性格」"Shinan Underwater  Relics and 14th Century Asian Marine 
       Trades" 国立海洋遺物展示館 ,337-349.
(3) 金聖範 ,2006, Current Situation and Perspective of Underwater Archaeology in Korea and Shinan Underwater  
       Relics, "Shinan Underwater  Relics and 14th Century Asian Marine Trades" 国立海洋遺物展示館 ,389-421.
(4) 佐々木達夫 ,2001「朝鮮半島出土高麗・李朝・中国の陶磁器」『金沢大学資料館だより』18:2-5.
(5) 佐々木達夫 ,2000「高麗青磁の素地観察による特徴」『高麗美術館館報』47:2-6. 
















































































































































































(+( (+( )$( )$( (,* %(& %(& %'& %'&
/ / /
¥nUXIX"25 1999,
M. H. B. C. R3 F FQ3 ¢i < ca C
 grayish olive green u ¢ u \
 olive green u ¢  
light bluish gray  u ¢ u
  ¢ 
  u ¢ 
light gray  light grayish green u ¢ 
light gray  light grayish green u ¢ 
light gray  light grayish green u ¢  
































































     	 	   

RWR1 1535157 58.811 408604 15.653 666559 25.536 2610320 2610320 100
RWR2 1684916 64.548 624230 23.914 301174 11.538 2610320 2610320 100
SDR1 1770491 67.827 164430 6.299 675399 25.874 2610320 2610320 100
SDR2 1894158 72.564 326293 12.500 389869 14.936 2610320 2610320 100
RYU1 565722 86.295 22634 3.453 67211 10.252 655567 655567 100
JRK1 472927 72.248 38360 5.860 143303 21.892 654590 654590 100
JRK2 500502 76.539 60903 9.314 92515 14.148 653920 653920 100
JLK1 546930 83.733 39874 6.105 66380 10.163 653184 653184 100
















Figure 26  越上林湖 (JLK)、越寺竜口 (JRK)、竜泉大窯 (RYU)、高麗龍雲里 (RWR)、高麗沙堂里 (SDR) 





Figure 27  越上林湖 (JLK)、越寺竜口 (JRK)、竜泉大窯 (RYU)、高麗龍雲里 (RWR)、高麗沙堂里 (SDR) 
























胎土：灰白色 (N7.5/0)。精良。黒色細粒 1％未満。空隙 1％。
成形：体部下位から丸味を帯びて立ち上がる。










口径：9.4 ㎝　　　 現存高：10.5 ㎝































胎土：灰白色 (N7.5/0)。良。黒色細粒 1％。空隙 2％。
成形：腰部は丸味を持ち、口縁部は緩やかに外反する。
































現存高：3.4 ㎝　　　高台径：5.8 ㎝　 　　



















現存高：1.1 ㎝　　　高台径：6.5 ㎝ 　　　 












口径：16.6 ㎝ 　　現存高：3.1 ㎝








胎土：灰白色 (N8/0)。やや粗。黒色細粒 1％未満。空隙 3％。
成形：腰部は高台際から僅かに丸味を帯びる。








口径：17.0 ㎝ 　　現存高：6.5 ㎝
胎土：灰白色 (N8/0)。やや粗。黒色細粒 1％。空隙 2％。
成形：体部下位より丸味を帯びて立ち上がり、直口の口縁に
輪花を有する。



















胎土：灰白色 (N8/0)。精良。黒色細粒 1％未満。空隙 2％。
成形：肩部は丸味を帯びる。










現存高：2.4 ㎝　　高台径：7.5cm 　　　 


































胎土：灰白色 (N8/0)。やや粗。黒色細粒 1％。空隙 2％。








胎土：灰白色 (10Y8/1)。やや粗。黒色細粒 1％未満。空隙 2％。
釉調：オリーブ黄～灰オリーブ色 (7.5Y5.5/3)。透明で内外

















胎土：灰白色 (N8/0)。比較的精良。黒色細粒 1％。空隙 2％。
成形：腰部から丸味を持って立ち上がり、口縁部は直口とな
る。































胎土：灰白色 (N7.5/0)。良。黒色細粒 1％未満。空隙 3％。
成形：肩部は丸く張り、口縁部の径は小さい。その立ち上が
りは極低いものと思われる。






現存高：2.0 ㎝　　　　高台径：4.5 ㎝ 　　　 










口径：13.6 ㎝ 　　器高：3.4 ㎝ 　　　高台径：4.6 ㎝ 　　 
胎土：黄灰色 (2.5Y5.5/1)。粗。黒色細粒 3％。空隙 3％。
成形：高台畳付は細く、幅２～３㎜。口縁部は緩く外反する。
釉調：灰オリーブ～暗オリーブ色 (8.75Y4.5/3)。半透明で内










口径：12.0 ㎝ 　　器高：3.45 ㎝  　　底径：4.8 ㎝
























胎土：灰色 (7.5Y6/1)。やや粗。黒色細粒 2％。空隙 3％ ( 轆
轤方向に細長い )。
成形：体部下位は丸く張り、上位は緩やかに外反する。



















KM 32：粉青印花菊文碗「花三嶋 (窯変 )碗」
残存部位：口縁～体部下位
口径：（11.1 ㎝ ( 歪み大きい )） 現存高：8.1 ㎝
胎土：灰色 (5Y5.5/1)。粗雑。赤褐色細粒 1％。空隙 2％。
成形：体部下位は丸味を帯びて内弯し、口縁部では外反し、
やや玉縁状に収める。外面の削りは粗い。









胎土：灰白色 (7.5Y7/1)。粗雑。黒色細粒 2％。空隙 3％。内
面露胎部は褐～暗褐色 (10YR3.5/4)。























(7.5YR3.5/2)。黒色細粒 1％。白色細粒 3％。空隙 2％。




































口径：13.0 ㎝ 　　器高：3.8 ㎝ 　　　高台径 5.4 ㎝　　　















































胎土：灰白色 (7.5Y7/1)。粗。黒色細粒 1％。空隙 5％。　
釉調：外面は黒色 (5Y2/1)。不透明で 3 ～ 5 ㎜単位の貫入あ
り、気泡はやや少ない。内面はオリーブ黄～オリーブ灰色
(8.75Y6/3)。半透明で 3 ～ 10 ㎜単位の貫入あり、気泡はや
や少ない。外面の一部にも内面と同様の釉調が見られるが、
釉層の重なりは確認できず、焼成時のむらによる発色の違い
であるものと思われる。
焼成：良好。
備考：内面には明瞭な轆轤痕などが見られないため袋もので
はなく、小碗である可能性が高い。
